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第１章 総 則

（趣 旨）

第１条 この規則は，国立大学法人神戸大学学則（平成１６年４月１日制定）第２９条の規定に基づき，学

生の修学に関し必要な事項を定めるものとする。

（教育憲章）

第２条 本学の教育は，神戸大学教育憲章（平成１４年５月１６日制定）に則り，行うものとする。

（学 部）

第３条 本学の学部に置く学科は，次のとおりとする。

文 学 部 人文学科

国際文化学部 国際文化学科

発達科学部 人間形成学科，人間行動学科，人間表現学科，人間環境学科

法 学 部 法律学科

経 済 学 部 経済学科

経 営 学 部 経営学科

理 学 部 数学科，物理学科，化学科，生物学科，地球惑星科学科

医 学 部 医学科，保健学科

工 学 部 建築学科，市民工学科，電気電子工学科，機械工学科，応用化学科，情報知能工

学科

農 学 部 食料環境システム学科，資源生命科学科，生命機能科学科

海事科学部 海事技術マネジメント学科，海洋ロジスティクス科学科，マリンエンジニアリン

グ学科

（大 学 院）

第４条 本学の大学院研究科に置く専攻及びその課程は，次の表に掲げるとおりとする。

研 究 科 名 専 攻 名 課 程 の 別

人文学研究科 文化構造専攻，社会動態専攻 博 士 課 程

国際文化学研究科 文化相関専攻，グローバル文化専攻 博 士 課 程

人間発達環境学
研 究 科

心身発達専攻，教育・学習専攻，人間行動専攻，人間表現専攻，
人間環境学専攻

博 士 課 程

法 学 研 究 科 理論法学専攻，政治学専攻 博 士 課 程

実務法律専攻 専門職学位
課 程

経済学研究科 経済学専攻 博 士 課 程
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２ 人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，経済学研究科，経営学研

究科，理学研究科，保健学研究科，工学研究科，システム情報学研究科，農学研究科，海事科学研究

科及び国際協力研究科の博士課程は，これを前期２年の課程（以下「前期課程」という。）及び後期

３年の課程（以下「後期課程」という。）に区分し，前期課程は，これを修士課程として取り扱うも

のとする。

３ 法学研究科実務法律専攻及び経営学研究科現代経営学専攻の専門職学位課程は，学校教育法（昭和

２２年法律第２６号。以下「法」という。）第９９条第２項に規定する専門職大学院の課程とし，法学研究

科の専門職学位課程は，専門職大学院設置基準（平成１５年文部科学省令第１６号）第１８条第１項に規定

する法科大学院とする。

（乗船実習科）

第５条 本学に置く乗船実習科に関することは，神戸大学乗船実習科規則（平成１６年４月１日制定）で

定める。

（収容定員）

第６条 本学の収容定員は，別表のとおりとする。

（学 年）

第７条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月３１日に終る。

（学 期）

第８条 学年を分けて，次の２期とする。

前期 ４月１目から９月３０日まで

後期 １０月１日から翌年３月３１日まで

経営学研究科 前期２年の課程 マネジメント・システム専攻，会計システム専攻，
市場科学専攻

博 士 課 程
後期３年の課程 マネジメント・システム専攻，会計システム専攻，

市場科学専攻，現代経営学専攻

現代経営学専攻 専門職学位
課 程

理 学 研 究 科 数学専攻，物理学専攻，化学専攻，生物学専攻，地球惑星科学専攻 博 士 課 程

医 学 研 究 科 バイオメディカルサイエンス専攻 修 士 課 程

医科学専攻 博 士 課 程

保健学研究科 保健学専攻 博 士 課 程

工 学 研 究 科 建築学専攻，市民工学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻，
応用化学専攻

博 士 課 程

システム情報学研究科 システム科学専攻，情報科学専攻，計算科学専攻 博 士 課 程

農 学 研 究 科 食料共生システム学専攻，資源生命科学専攻，生命機能科学専攻 博 士 課 程

海事科学研究科 海事科学専攻 博 士 課 程

国際協力研究科 国際開発政策専攻，国際協力政策専攻，地域協力政策専攻 博 士 課 程
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（休 業 日）

第９条 定期の休業日は，次のとおりとする。

日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日

本学創立記念日 ５月１５日

春季休業 ３月２７日から４月５目まで

夏季休業 ８月８日から９月３０日まで

冬季休業 １２月２５日から翌年１月７日まで

２ 臨時の休業日は，学長が定める。

３ 教育上必要と認めるときは，第１項の規定にかかわらず，春季，夏季及び冬季休業の期間は，各学

部及び各研究科において学長の承認を得て変更することができる。

４ 教育上必要と認めるときは，第１項から前項までの規定にかかわらず，休業日において授業等を行

うことができる。

第２章 学 部

第１節 入学

（入学許可）

第１０条 学長は，次の各号のいずれかに該当し，入学試験に合格した者で，第１７条に規定する入学手続

を完了した者（第１８条の規定により入学料の免除を申請している者及び第１９条の規定により入学料の

徴収猶予を申請している者を含む。）に対し，入学を許可する。

� 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

� 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により，前号に相当す

る学校教育を修了した者

� 外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指

定したもの

� 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者

� 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修了した者

� 文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号）

� 高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定試

験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和２６年文部省

令第１３号。以下「旧規程」という。）による大学入学資格検定（以下「旧検定」という。）に合格し

た者を含む。）

� 法第９０条第２項の規定により大学に入学した者であって，本学において，大学における教育を受

けさせるにふさわしい学力があると認めたもの
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� 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で，１８歳に達したもの

（早期入学）

第１１条 前条の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する者であって，本学の定める分野にお

いて特に優れた資質を有すると認めるものを，教授会の議を経て，入学させることができる。

� 高等学校に２年以上在学した者

� 中等教育学校の後期課程，高等専門学校又は特別支援学校の高等部に２年以上在学した者

� 外国において，学校教育における９年の課程に引き続く学校教育の課程に２年以上在学した者

� 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設（高等学

校の課程に相当する課程を有する者として指定したものを含む。）の当該課程に２年以上在学した

者

� 学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号。以下「施行規則」という。）第１５２条の規定によ

り文部科学大臣が別に指定する専修学校の高等課程に同号に規定する文部科学大臣が定める日以後

において２年以上在学した者

� 文部科学大臣が指定した者（平成１３年文部科学省告示第１６７号）

� 高等学校卒業程度認定試験規則第４条に定める試験科目の全部（試験の免除を受けた試験科目を

除く。）について合格点を得た者（旧規程第４条に規定する受検科目の全部（旧検定の一部免除を

受けた者については，その免除を受けた科目を除く。）について合格点を得た者を含む。）で，１７歳

に達したもの

２ 前項に関して必要な事項は，関係の学部規則で定める。

（入 学 期）

第１２条 入学の時期は，学年の初めとする。ただし，学年の途中においても，学期の区分に従い，学生

を入学させることができる。

（編 入 学）

第１３条 次の各号のいずれかに該当する者で，本学に編入学を志望する者があるときは，第１０条の規定

にかかわらず，学期の初めにおいて，教授会の議を経て，入学を許可することがある。

� 大学を卒業した者

� 法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

� 施行規則附則第７条に規定した者

２ 前項に規定する者のほか。次の各号のいずれかに該当する者で文学部，法学部，経済学部又は経営

学部に編入学を志望する者があるときは，教授会の議を経て，入学を許可することがある。

� 大学に２年以上在学し，所定の単位を修得した者

� 短期大学を卒業した者

� 高等専門学校を卒業した者

� 外国において，前３号と同程度の課程を修了した者

３ 第１項に規定する者のほか，次の各号のいずれかに該当する者で発達科学部，理学部，工学部，農

学部又は海事科学部に編入学を志望する者があるときは，教授会の議を経て，入学を許可することが

ある。
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� 大学に２年以上在学し，所定の単位を修得した者

� 短期大学を卒業した者

� 高等専門学校を卒業した者

� 外国において，前３号と同程度の課程を修了した者

� 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

すものに限る。）を修了した者（第１０条各号のいずれかに該当する者に限る。）

４ 第１項に規定する者のほか，次の各号のいずれかに該当する者で医学部保健学科に編入学を志望す

る者があるときは，教授会の議を経て，入学を許可することがある。

� 大学に２年以上在学し，所定の単位を修得した者

� 短期大学を卒業した者

� 外国において，前２号と同程度の課程を修了した者

� 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

すものに限る。）を修了した者（第１０条各号のいずれかに該当する者に限る。）

５ 第１項及び第３項に規定する者のほか，次の各号のいずれかに該当する者で工学部の第２年次に編

入学を志望する者があるときは，教授会の議を経て，入学を許可することがある。

� 外国において，学校教育における１３年の課程を修了した者

� 前号に掲げる者と同等以上の学力があると認めた者

（転 入 学）

第１４条 他の大学に現に在学する者で，本学に転入学を志望する者があるときは，第１０条の規定にかか

わらず，学期の初めにおいて，教授会の議を経て，入学を許可することがある。

（再 入 学）

第１５条 本学を第４５条の規定により中途退学した者又は除籍された者で，再び同一の学部に入学を志望

する者があるときは，第１０条の規定にかかわらず，学期の初めにおいて，教授会の議を経て，入学を

許可することがある。

（入学志願）

第１６条 入学を志願する者は，所定の日までに，検定料を納付したうえ，入学願書，検定料払込証明書

及び別に指定する書類を提出しなければならない。

２ 既納の検定料は，還付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当するときは，当該額に相当する

額を還付するものとする。

� 学部の入学試験において出願書類等により第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り学力検査

その他により第二段階目の選抜を行う場合において，第一段階目の選抜で不合格となった者が第二

段階目の選抜に係る額の返還を申し出たとき。

� 学部の入学試験において入学の出願を受理した後に本学が大学入試センター試験において受験す

ることを課した教科・科目を受験していないことにより，出願の資格がないことが判明した者が第

二段階の選抜に係る額の返還を申し出たとき。

� 検定料を納付した者が，所定の日までに入学願書を提出しなかった場合において，返還を申し出

たとき。

� 検定料を納付し，入学願書を提出した者が，受験を認められなかった場合において，返還を申し
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出たとき。

（入学手続）

第１７条 入学試験に合格した者は，所定の期日までに，入学料を添えて入学手続を行わなければならな

い。

２ 既納の入学料は，還付しない。

（入学料の免除）

第１８条 入学料の納付が困難な者に対しては，本人の申請により入学料の全額又は半額を免除すること

がある。

２ 入学料の免除の取扱いについては，別に定める。

（入学料の徴収猶予等）

第１９条 入学料の納付期限までに納付が困難な者に対しては，本人の申請により入学料の徴収を猶予す

ることがある。

２ 前条第１項の入学料の免除又は前項の入学料の徴収猶予を申請した者に係る入学料は，免除又は徴

収猶予を許可し，又は不許可とするまでの間は，徴収を猶予する。

３ 入学料の免除若しくは徴収猶予を不許可とされた者又は半額免除の許可をされた者（次項により徴

収猶予の申請をした者を除く。）は，免除若しくは徴収猶予の不許可又は半額免除の許可を告知した

日から起算して１４日以内に納付すべき入学料を納付しなければならない。

４ 入学料の免除を不許可とされた者又は半額免除の許可をされた者が，第１項に規定する徴収猶予を

受けようとする場合は，免除の不許可又は半額免除の許可を告知した日から起算して１４日以内に徴収

猶予の申請を行わなければならない。

５ 入学料の徴収猶予の取扱いについては，別に定める。

（死亡等による入学料の免除）

第２０条 前条第１項又は前条第２項の規定により入学料の徴収を猶予されている者が，その期間内にお

いて死亡したことにより除籍された場合は，未納の入学料の全額を免除する。

２ 入学料の免除若しくは徴収猶予を不許可とされた者又は半額免除を許可された者が，前条第３項に

規定する入学料の納付期間内において死亡したことにより除籍された場合又は第４７条第１号の規定に

より除籍された場合は，その者に係る未納の入学料の全額を免除する。

（宣 誓）

第２１条 入学者は，所定の方法により宣誓を行わなければならない。

第２節 修業年限，教育課程，課程の履修等

（修業年限）

第２２条 学部の修業年限は，４年とする。ただし，本学に３年以上在学した者（施行規則第１４９条に規

定する者を含む。）が，卒業の要件として学部規則に定める単位を優秀な成績で修得したものと認め

られ，かつ，学生が卒業を希望する場合には卒業することができる。

２ 前項ただし書に規定する卒業の認定の基準は，学部規則において定め，公表するものとする。

３ 医学部医学科については，第１項の規定にかかわらず，その修業年限は６年とする。
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４ 学生が，職業を有している等の事情により，修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課

程を履修し卒業することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議を経て，その計画的な履修を認

めることができる。

５ 前項に関して必要な事項は，関係の学部規則で定める。

（修業年限の通算）

第２３条 科目等履修生（大学の学生以外の者に限る。）として本学において一定の単位を修得した者が

本学に入学する場合においては，当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められ

るときは，教授会の定めるところにより，修得した単位数その他の事項を勘案して前条の修業年限の

２分の１を超えない期間を修業年限に通算することができる。

（在学年限）

第２４条 学生は，修業年限の２倍を超えて在学することはできない。

２ 第２２条第４項の規定により履修を認められた学生（以下「長期履修学生」という。）の在学年限に

ついては，関係の学部規則で定める。

（教育課程）

第２５条 教育課程は，本学，学部及び学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を次条第１

項に定める区分に従って開設し，体系的に編成するものとする。

（授業科目の区分）

第２６条 授業科目の区分は，次のとおりとする。

教養原論

外国語科目

情報科目

健康・スポーツ科学

専門科目（専門基礎科目及び共通専門基礎科目を含む。）

関連科目

資格免許のための科目

その他必要と認める科目

２ 前項に規定するもののほか，外国人留学生のための授業科目として，日本語及び日本事情に関する

科目を置くことができる。

（授業の方法）

第２７条 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う

ものとする。

２ 前項に規定する授業は，文部科学大臣が別に定めるところにより，多様なメディアを高度に利用し

て，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 第１項に規定する授業は，外国において履修させることができる。前項の規定により，多様なメディ

アを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても，同様とする。

４ 第１項に規定する授業の一部は，文部科学大臣が別に定めるところにより，校舎及び附属施設以外

の場所で行うことができる。

５ 前４項に関して必要な事項は，関係の学部規則で定める。
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（履修方法及び試験）

第２８条 第２６条第１項の区分に従って開設される授業科目及びその履修方法並びに試験に関することは，

各学部規則及び神戸大学全学共通授業科目履修規則（平成１６年４月１日制定。以下「履修規則」とい

う。）で定める。

２ 第２６条第２項の規定により開設される授業科目（以下「日本語等授業科目」という。）及びその履

修方法並びに試験に関することは，各学部規則及び神戸大学日本語等授業科目履修規則（平成１６年４

月１日制定）で定める。

（履修科目の登録の上限）

第２９条 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため，卒業の要件として学生が修得すべき

単位数について，学生が１年間に履修科目として登録することができる単位数の上限は各学部規則に

おいて定めるものとする。

２ 各学部規則の定めるところにより，所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については，前

項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。

（成績評価基準）

第３０条 各学部は，各授業における学習目標や目標達成のための授業の方法及び計画を明示するととも

に，学生の授業への取組状況等を考慮した多元的な成績評価基準を定め，公表するものとする。

（単位の授与）

第３１条 一の授業科目を履修した者に対しては，試験の上，単位を与える。ただし，第３２条第４項の授

業科目については，各学部規則で定める方法により学修の成果を評価して単位を与えることができる。

（単位の基準）

第３２条 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必

要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

� 講義及び演習については，１５時間から３０時間までの範囲で各学部規則で定める時間の授業をもっ

て１単位とする。

� 実験，実習及び実技については，３０時間から４５時間までの範囲で各学部規則で定める時間の授業

をもって１単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指導による実技の授業については，当

該学部規則で定める時間の授業をもって１単位とすることができる。

� 一の授業について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち２以上の方法の併用により行う場合

については，その組み合わせに応じ，前２号に規定する基準を考慮して各学部規則で定める時間の

授業をもって１単位とする。

２ 前項各号の規定にかかわらず，全学共通授業科目（履修規則で定める全学に共通する授業科目をい

う。）については，次の基準により単位数を計算するものとする。

� 講義については，１５時間の授業をもって１単位とする。

� 演習，実験，実習及び実技については，３０時間の授業をもって１単位とする。

� 一の授業について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち２以上の方法の併用により行う場合

については，その組み合わせに応じ，前２号に規定する基準を考慮して別に定める時間の授業をもっ

て１単位とする。
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３ 第１項の規定にかかわらず，日本語等授業科目については，３０時間の授業をもって１単位とする。

４ 第１項の規定にかかわらず，卒業諭文，卒業研究，研究指導等の授業科目については，これらの学

修の成論を評価して単位を授与することが適当と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮

して，単位数を各学部規則で定めることができる。

（他学部の授業科目の履修）

第３３条 学生は，他の学部の授業科目を履修することができる。この場合は，所属学部長を経て，当該

学部長の許可を受けなければならない。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第３４条 教育上有益と認めるときは，他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）との

協定に基づき，学生に当該大学又は短期大学の授業科目を履修させることがある。

２ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は，６０単位を超えない範囲で本学におい

て修得したものとみなすことがある。

３ 前２項の規定は，外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修

させる場合及び外国の大学又は短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお

いて位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授

業科目を我が国において履修させる場合について準用する。

４ 前３項に関して必要な事項は，協定に定めるもののほか，関係の学部規則で定める。

（休学期間中に外国の大学又は短期大学において履修した授業科目の単位の取扱い）

第３４条の２ 教育上有益と認めるときは，学生が休学期間中に本学と協定を締結している外国の大学又

は短期大学において履修した授業科目について修得した単位を，本学において修得したものとみなす

ことができる。

２ 前項により修得したものとみなすことができる単位数は，前条第２項により本学において修得した

ものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。

３ 前２項に関して必要な事項は，関係の学部規則で定める。

（大学以外の教育施設等における学修）

第３５条 教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その

他文部科学大臣が別に定める学修を，本学における授業科目の履修とみなし，単位を与えることがで

きる。

２ 前項により与えることができる単位数は，第３４条第２項及び前条第２項により本学において修得し

たものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。

３ 前２項に関して必要な事項は，関係の学部規則で定める。

（入学前の既修得単位等の認定）

第３６条 教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に大学又は短期大学（外国の大学又は短

期大学を含む。）において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単

位を含む。以下「既修得単位」という。）を，本学に入学した後の本学における授業科目の履修によ

り修得したものとみなすことができる。

２ 教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定する学修を，本学

における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。
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３ 前２項により修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数は，編入学，転入学及び再入

学の場合を除き，本学において修得した単位以外のものについては，第３４条第２項，第３４条の２第１

項及び前条第１項により本学において修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数と合わ

せて６０単位を超えないものとする。

４ 前３項に関して必要な事項は，関係の学部規則で定める。

（編入学，転入学，再入学者の修業年数等）

第３７条 第１３条から第１５条までの規定により入学する者の修業すべき年数，履修すべき科目及びその単

位については，教授会がこれを定める。

（転 学 部）

第３８条 学生で，所属学部長の承認を得て転学部を希望する者があるときは，志望学部の教授会の議を

経て，当該学部の学部長は，許可することがある。

（転 学 科）

第３９条 転学科に関することは，学部規則で定める。

第３節 留学及び休学

（留 学）

第４０条 第３４条第１項の規定に基づき，外国の大学又は短期大学に留学しようとする者は，所属学部長

の許可を受けなければならない。

２ 前項の許可を受けて留学した期間は，第２２条の修業年限に算入するものとする。

（休学の許可）

第４１条 学生が，疾病その他の理由により，３か月以上修学を休止しようとするときは，所属学部長の

許可を得て休学することができる。

２ 前項の休学期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由があると認めるときは，学部長は，１年

を限度として，休学期間の延長を認めることができる。

（休学の解除）

第４２条 前条の休学期間中にその理由が消滅したときは，所属学部長の許可を得て，復学することがで

きる。

（休学の命令）

第４３条 学生で，疾病により３か月以上修学を休止させることが適当と認められる者があるときは，学

部長の申請により，学長が休学を命ずる。

（休学期間の取扱い）

第４４条 休学の期間は，通算して３年を超えることはできない。

２ 休学期間は，在学年数に算入しない。

第４節 退学及び除籍

（退 学）
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第４５条 学生が，退学しようとするときは，その理由を具し，所属学部長に願い出て許可を受けなけれ

ばならない。

（疾病等による除籍）

第４６条 学生が，疾病その他の理由により，成業の見込みがないと認められるときは，学部長の申請に

より，学長がこれを除籍する。

（入学料等未納による除籍）

第４７条 学生が次の各号のいずれかに該当するときは，学部長がこれを除籍する。

� 第１８条又は第１９条の規定により入学料の免除又は徴収猶予を申請した者で，免除若しくは徴収猶

予が不許可になったもの又は半額免除若しくは徴収猶予が許可になったものが，その者に係る納付

すべき入学料を納付期限内に納付しないとき。

� 授業料の納付を怠り，督促を受けても，納付期限の属する学期の末日までに納付しないとき。

第５節 卒業要件及び学士の学位

（卒業要件）

第４８条 卒業の要件は，第２２条に定める期間在学し，１２４単位（医学部医学科にあっては，１８８単位。以

下同じ。）以上を各学部規則の定めるところにより修得することとする。

２ 前項の規定により卒業の要件として修得すべき１２４単位のうち，第２７条第２項の授業の方法により

修得する単位数は６０単位を超えないものとする。ただし，１２４単位を超える単位数を卒業の要件とし

ている場合においては，同条第１項に規定する授業により６４単位（医学部医学科にあっては，１２８単

位）以上を修得しているときは，６０単位を超えることができることとする。

（学士の学位授与）

第４９条 前条の規定により，学部所定の課程を修めて本学を卒業した者に対しては，学士の学位を授与

する。

第６節 授業料

（授業料の納期）

第５０条 授業料は，次の２期に分け，年額の２分の１に相当する額をそれぞれその納付期間中に納付し

なければならない。

期別 納付期間

前期（４月から９月まで） ４月１日から４月３０日まで

後期（１０月から３月まで） １０月１日から１０月３１日まで

２ 前項の規定にかかわらず，前期に係る授業料を納付するときに，当該年度の後期に係る授業料を併

せて納付することができる。

３ 入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については，第１項の規定にかかわらず，入学を許

可されるときに納付することができる。

４ 第１項の納付期間を経過した後において入学した者のその期の授業料は，入学の日の属する月に納
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付しなければならない。

５ 学年の中途において卒業する者の授業料は，その卒業の月までの分を，月割をもって在学する期の

納付期間内に納付しなければならない。

６ 既納の授業料は，還付しない。ただし，第２項又は第３項の規定により授業料を納付した者が，次

の各号のいずれかに該当する場合は，納付した者の申出により当該各号に定める授業料相当額を還付

するものとする。

� 第２項の規定により授業料を納付した者が，後期に係る授業料の納付期間前に休学又は第４５条の

規定により退学した場合 後期分の授業料に相当する額

� 第３項の規定により授業料を納付した者が，入学年度の前年度の末日までに入学を辞退した場合

入学年度の前期分又は前期分及び後期分の授業料に相当する額

� 第３項の規定により授業料を納付した者が，入学年度の前年度の末日までに入学年度の初日から

の休学を申し出，第４１条第１項の規定により休学を許可された場合 入学年度の前期分又は前期分

及び後期分の授業料に相当する額

（授業料の免除）

第５１条 経済的理由により授業料を納付することが困難であり，かつ，学業が優秀である者その他特別

な事情がある者に対しては，本人の申請により授業料の全額又は半額を免除することがある。

２ 前項に規定する授業料の免除の取扱いについては，別に定める。

（授業料の徴収猶予及び月割分納）

第５２条 経済的理由により授業料の納付期限までに授業料を納付することが困難であり，かつ，学業が

優秀である者その他特別な事情がある者に対しては，本人の申請により授業料の徴収猶予又は月割分

納を許可することがある。

２ 前項に規定する授業料の徴収猶予及び月割分納の取扱いについては，別に定める。

（休学者の授業料）

第５３条 学生が授業料の納付期限までに休学を許可された場合又は授業料の徴収猶予を受けていた者が

休学を許可された場合は，月割計算により休学当月の翌月（休学を開始する日が月の初日に当たる場

合は，その月）から復学当月の前月までの授業料を免除する。

２ 休学中の者が復学した場合は，復学当月以後のその期の授業料を月割をもって復学の際に納付しな

ければならない。

（退学者等の授業料）

第５４条 第５０条に定める期の中途において，第４５条の規定により退学し，第５５条の２第１項の規定によ

り停学若しくは懲戒退学を命ぜられ，又は除籍された者は，その期の授業料を納付しなければならな

い。ただし，死亡し，若しくは行方不明となったことにより除籍された場合又は第４７条第２の規定に

より除籍された場合は，その者に係る未納の授業料の全額を免除することがある。

２ 授業料の徴収猶予又は月割分納を許可されている者が退学を許可された場合は，月割計算により退

学の翌月以後に納付すべき授業料の全額を免除することがある。

第７節 賞 罰
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（表 彰）

第５５条 学生として表彰に値する行為があったときは，所属学部長等の推薦により，学長は，これを表

彰することがある。

２ 前項に関し必要な事項は，神戸大学学生表彰規程（平成１７年２月１７日制定）で定める。

（懲 戒）

第５５条の２ 本学の規定に違背し，学生の本分を守らない者があるときは，所定の手続により学長が懲

戒する。

２ 懲戒は，訓告，停学及び懲戒退学とする。

３ 停学３か月以上にわたるときは，その期間は，第２２条の修業年限に算入しない。

４ 前３項に関し必要な事項は，神戸大学学生懲戒規則（平成１６年４月１日制定）で定める。

第３章 大 学 院

第１節 入 学

（修士課程，前期課程及び専門職学位課程の入学資格）

第５６条 修士課程，前期課程及び専門職学位課程に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに

該当する者とする。

� 大学を卒業した者

� 法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者

� 外国において，学校教育における１６年の課程を修了した者

� 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における１６年の課程を修了した者

� 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修

了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

� 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

� 文部科学大臣の指定した者（昭和２８年文部省告示第５号）

� 法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって，本学において，大学院における教

育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

	 本学において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で，２２歳に達したもの

（修士課程，前期課程及び専門職学位課程への早期入学）

第５７条 前条の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する者であって，本学の定める単位を優

秀な成績で修得したと認めるものを，教授会の議を経て，入学させることができる。

� 大学に３年以上在学した者

� 外国において学校教育における１５年の課程を修了した者
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� 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における１５年の課程を修了した者

２ 前項に関して必要な事項は，関係の研究科規則で定める。

（後期課程の入学資格）

第５８条 後期課程に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

� 修士の学位又は専門職学位（法第１０４条第１項の規定に基づき学位規則（昭和２８年文部省令第９

号）第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下同じ。）を有する者

� 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

� 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された者

� 我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位

又は専門職学位に相当する学位を授与された者

� 文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第１１８号）

� 本学において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の

学力があると認めた者で，２４歳に達したもの

（医学研究科の博士課程の入学資格）

第５９条 医学研究科の博士課程に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

� 大学の医学，歯学又は獣医学を履修する課程を卒業した者

� 外国において，学校教育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学又は獣医学）を修了した者

� 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における１８年の課程（最終の課程は医学，歯学又は獣医学）を修了した者

� 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１８年の課程（最

終の課程は，医学，歯学又は獣医学）を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該

外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するもの

の当該課程を修了した者

� 文部科学大臣の指定した者（昭和３０年文部省告示第３９号）

� 法第１０２条第２項の規定により大学院に入学した者であって，本学において，大学院における教

育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

� 本学において，個別の入学資格審査により，大学の医学，歯学又は獣医学を履修する課程を卒業

した者と同等以上の学力があると認めた者で，２４歳に達したもの

（医学研究科の博士課程への早期入学）

第６０条 前条の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する者であって，本学の定める単位を優

秀な成績で修得したと認めるものを，教授会の議を経て，入学させることができる。

� 大学（医学，歯学又は獣医学を履修する課程に限る。）に４年以上在学した者

� 外国において学校教育における１６年の課程（医学，歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに

限る。）を修了した者

� 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学
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校教育における１６年の課程（医学，歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了し

た者

２ 前項に関して必要な事項は，関係の研究科規則で定める。

（進 学）

第６１条 本学大学院の修士課程，前期課程又は専門職学位課程を修了し，引き続き後期課程又は，医学

研究科の博士課程に進学を志望する者については，当該研究科の定めるところにより，選考の上，進

学を許可する。

（選考方法）

第６２条 大学院の入学志願者に対する選考方法は，各研究科において別に定める。

第２節 修業年限，教育方法，修了要件等

（標準修業年限）

第６３条 修士課程の標準修業年限は，２年とする。

２ 前項の規定にかかわらず，修士課程においては，主として実務の経験を有する者に対して教育を行

う場合であって，教育研究上の必要があり，かつ，昼間と併せて夜間その他特定の時間又は時期にお

いて授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないときは，各研究科の定める

ところにより，専攻又は学生の履修上の区分に応じ，標準修業年限を１年以上２年未満の期間とする

ことができる。

３ 前項に規定する修士課程を置く研究科及びその標準修業年限は，次のとおりとする。

人間発達環境学研究科 教育・学習専攻（発達支援論コース） １年

４ 人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，経済学研究科，経営学研

究科，理学研究科，保健学研究科，工学研究科，システム情報学研究科，農学研究科，海事科学研究

科及び国際協力研究科の博士課程の標準修業年限は，前期課程２年，後期課程３年の５年とする。

５ 医学研究科の博士課程の標準修業年限は，４年とする。

６ 経営学研究科現代経営学専攻の専門職学位課程の標準修業年限は，２年とする。ただし，教育研究

上の必要があると認められるときは，研究科の定めるところにより，学生の履修上の区分に応じ，標

準修業年限を１年以上２年未満の期問とすることができる。

７ 法学研究科実務法律専攻の専門職学位課程（以下「法科大学院」という。）の標準修業年限は，３

年とする。

（教育方法等）

第６４条 大学院の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」とい

う。）によって行うものとする。

２ 専門職大学院においては，その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に応じ事例研究，

現地調査，双方向又は多方向に行われる討論又は質疑応答その他の適切な方法により授業を行うもの

とする。

３ 研究科において教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期に

おいて授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。

―２０―



４ 各研究科における授業科目，その単位数及び研究指導並びにそれらの履修方法については，当該研

究科規則で定める。

（他大学大学院等の研究指導）

第６５条 教育上有益と認めるときは，他大学（外国の大学を含む。）の大学院又は研究所等（外国の研

究機関を含む。）との協定に基づき，学生に当該大学の大学院又は当該研究所等において必要な研究

指導を受けさせることがある。ただし，修士課程及び前期課程の学生については，当該研究指導を受

けさせる期間は，１年を超えないものとする。

（研究指導のための留学）

第６６条 前条の規定に基づき，外国の大学又は研究機関に留学しようとする者は，所属研究科長の許可

を受けなければならない。

２ 前項の許可を受けて留学した期間は，第６３条の標準修業年限に算入する。

（修士課程及び前期課程の修了要件）

第６７条 修士課程及び前期課程の修了要件は，当該課程に２年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた上，当該課程の目的に応じ修士論文又は特定の課題について研究の成果の審

査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。

（博士課程の修了要件）

第６８条 博士課程（医学研究科の博士課程を除く。）の修了要件は，後期課程に３年以上在学し，所定

の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することと

する。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程に１年（２年

未満の在学期間をもって修士課程又は前期課程を修了した者にあっては，当該在学期間を含めて３

年）以上在学すれば足りるものとする。

２ 前項の規定にかかわらず，施行規則第１５６条の規定により大学院への入学資格に関し修士の学位若

しくは専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した

者が，博士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院（専門職大学院

を除く。以下この項において同じ。）に３年（専門職大学院設置基準第１８条第１項の法科大学院の課

程を修了した者にあっては，２年）以上在学し，必要な研究指導を受けた上，当該大学院の行う博士

論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた

者については，大学院に１年（標準修業年限が１年以上２年未満の専門職学位課程を修了した者にあっ

ては，３年から当該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。

３ 医学研究科の博士課程の修了要件は，当該課程に４年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必

要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に

関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程に３年以上在学すれば足りるものとする。

（専門職学位課程の修了要件）

第６９条 専門職学位課程（法科大学院を除く。以下この条において同じ。）の修了要件は，当該課程に

２年（２年以外の標準修業年限を定める研究科，専攻又は学生の履修上の区分にあっては，当該標準

修業年限）以上在学し，所定の単位を修得することとする。

２ 専門職学位課程の在学期間に関しては，第７５条の規定により認定された入学前の既修得単位（法第
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１０２条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を，当該単位数，その修得に

要した期間その他を勘案して当該課程の標準修業年限の２分の１を超えない範囲で研究科が定める期

間在学したものとみなすことができる。ただし，この場合においても，当該課程に少なくとも１年以

上在学するものとする。

３ 法科大学院の修了要件は，当該課程に３年以上在学し，所定の単位を修得することとする。

４ 法科大学院の在学期問については，第７５条の規定により認定された入学前の既修得単位（法第１０２

条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を，当該単位数，その修得に要

した期間その他を勘案して１年を超えない範囲で研究科が定める期間在学したものとみなすことがで

きる。

５ 法科大学院は，法学の基礎的な学識を有すると認める者に関しては，第３項に規定する在学期間に

ついては，前項の規定により在学したものとみなす期間と合わせて１年を超えない範囲で研究科が認

める期間在学したものと，同項に規定する単位については，第７４条及び第７５条の規定により修得した

ものとみなす単位数と合わせて３０単位を超えない範囲で研究科が認める単位を修得したものとみなす

ことができる。

（学位論文及び最終試験）

第７０条 学位論文及び最終試験に関することは，学位規程に定めるところによる。

（修士及び博士の学位並びに専門職学位の授与）

第７１条 各研究科において，所定の課程を修了した者に対しては，その課程に応じて修士若しくは博士

の学位又は専門職学位を授与する。

２ 前項の学位に関することは，学位規程に定めるところによる。

第３節 準用規定

（準用規定）

第７２条 第１２条（入学期），第１４条（転入学），第１５条（再入学），第１６条（入学志願），第１７条（入学手

続），第１８条（入学料の免除）（第２項を除く。），第１９条（入学料の徴収猶予等），第２０条（死亡等に

よる入学料の免除），第２１条（宣誓），第２２条（修業年限）（第１項，第２項及び第３項を除く。），第

２４条（在学年限），第２７条（授業の方法），第３１条（単位の授与），第３２条（単位の基準）（第２項及び

第３項を除く。），第３３条（他学部の授業科目の履修），第３８条（転学部），第３９条（転学科），第４５条

（退学），第４６条（疾病等による除籍），第４７条（入学料等未納による除籍），第５０条から第５４条まで

（授業料），第５５条（表彰）及び第５５条の２（懲戒）の規定は，大学院に準用する。ただし，第２４条

を準用する場合において，医学研究科の博士課程以外の博士課程にあっては，標準修業年限を前期課

程と後期課程に分ける。

（履修科目の登録の上限）

第７３条 専門職大学院学生の履修科目の登録の上限に関しては，第２９条第１項を準用する。この場合に

おいて，「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。

（他大学大学院の授業科目の履修）

第７４条 大学院学生の他大学（外国の大学を含む。）の大学院の授業科目の履修に関しては，第３４条を
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準用する。この場合において，同条第２項中「６０単位」とあるのは，「１０単位（ただし，専門職大学

院学生（法科大学院学生を除く。）にあっては１５単位，法科大学院学生にあっては３０単位）」と，同条

第３項中「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。

（休学期間中に外国の大学の大学院において履修した授業科目の単位の取扱い）

第７４条の２ 大学院学生が休学期間中に外国の大学において履修した授業科目について修得した単位に

関しては，第３４条の２を準用する。この場合において，同条第１項中「外国の大学又は短期大学」と

あるのは「外国の大学の大学院」と，同条第２項中「６０単位」とあるのは，「１０単位（ただし，専門

職大学院学生（法科大学院学生を除く。）にあっては１５単位，法科大学院学生にあっては３０単位）」と，

同条第３項中「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。

（入学前の既修得単位の認定）

第７５条 大学院学生の入学前の既修得単位の認定に関しては，第３６条（第２項を除く）を準用する。こ

の場合において，同条第１項中「大学又は短期大学」とあるのは「大学院」と，同条第３項中「第３４

条第２項，第３４条の２第１項及び前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わ

せて６０単位」とあるのは，「１０単位（ただし，専門職大学院学生（法科大学院学生を除く。）にあって

は第７４条の規定により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて１５単位，法科大学院学生

にあっては第７４条の規定により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて３０単位）」と，

同条第４項中「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。

（留 学）

第７６条 大学院学生の外国の大学への留学に関しては，第４０条を準用する。この場合において，同条第

１項中「第３４条第１項」とあるのは「第７４条」と，「所属学部長」とあるのは「所属研究科長」と，

同条第２項中「第２２条」とあるのは「第６３条」と読み替えるものとする。

（休 学）

第７７条 大学院学生の休学に関しては，第４１条第１項，第４２条，第４３条及び第４４条第２項を準用するほ

か，各研究科規則で定める。

第４章 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生，研究生，

専攻生及び外国人特別学生

（特別聴講学生）

第７８条 他の大学，短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）又は高等専門学校との協定に基づき，

当該大学（大学院を含む。），短期大学又は高等専門学校の学生で，本学の授業科目を履修しようとす

る者があるときは，特別聴講学生として許可することがある。

２ 特別聴講学生については，協定に定めるもののほか，関係の学部規則及び研究科規則で定める。

（特別研究学生）

第７９条 他大学（外国の大学を含む。）の大学院との協定に基づき，当該大学院の学生で，本学におい

て研究指導を受けようとする者があるときは，特別研究学生として許可することがある。

２ 特別研究学生については，協定に定めるもののほか，関係の研究科規則で定める。

（科目等履修生）
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第８０条 本学が開設する１又は複数の授業科目を履修しようとする者があるときは，科目等履修生とし

て許可することがある。

２ 科目等履修生に対しては，単位を与えることができる。

３ 科目等履修生については，関係の学部規則及び研究科規則で定める。

（聴講生，研究生及び専攻生）

第８１条 本学が開設する１又は複数の授業科目を聴講しようとする者があるときは，聴講生として許可

することがある。

２ 特定の事項について研究しようとする者があるときは，研究生として許可することがある。

３ 本学学部卒業者で，特定の専門事項について攻究しようとする者があるときは，専攻生として許可

することがある。

４ 聴講生，研究生及び専攻生については，それぞれ関係の学部規則，研究科規則及び専攻生規則で定

める。

（授業料の納期）

第８２条 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生，研究生及び専攻生の授業料については，

それぞれの在学予定期間に応じ，３か月分又は６か月分に相当する額を当該期間における当初の月に

納付するものとし，在学予定期間が３か月未満又は６か月未満であるときは，その期間分に相当する

額を当該期間における当初の月に納付しなければならない。

（外国人特別学生）

第８３条 外国人で，第１０条，第５６条，第５８条又は第５９条の規定によらないで，外国人特別学生として本

学の学部又は大学院に入学を志願する者があるときは，教授会の議を経て許可する。

２ 前項の学生で，学部又は大学院の課程を修了した者には，第４９条又は第７１条に定める学位を授与す

る。

第５章 授業料，入学料及び検定料の額

（授業料，入学料及び検定料の額）

第８４条 本学の授業料，入学料及び検定料（以下「授業料等」という。）の額は，神戸大学における授

業料，入学料，検定料及び寄宿料の額に関する規程（平成１６年４月１日制定）に定められた額とする。

（授業料等の不徴収）

第８４条の２ 国費外国人留学生制度実施要項（昭和２９年３月３１日文部大臣裁定）に基づく国費外国人留

学生の授業料等については，前条の規定にかかわらず，不徴収とする。

２ 特別聴講学生及び特別研究学生の授業料等については，第８２条及び前条の規定にかかわらず，第７８

条第１項又は第７９条第１項の協定に基づき，不徴収とすることができる。

３ 外国人特別学生の授業料等については，学長が認めたときは，前条の規定にかかわらず，不徴収と

することができる。

第６章 教育職員免許状
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（教員の免許状授与の所要資格の取得）

第８５条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７

号）及び教育職員免許法施行規則（昭和２９年文部省令第２６号）に定める所要の単位を修得しなければ

ならない。

２ 前項の規定により所要資格を取得できる教員の免許状の種類等については，関係の学部規則及び研

究科規則の定めるところによる。

附 則

１ この規則は，平成１６年４月１日から施行する。ただし，別表第１学部の表の規定中海事科学部の第

３年次編入学定員に係る部分は，平成１８年４月１日から施行する。

２ 神戸大学学則等を廃止する規則（平成１６年４月１日制定）第１条の規定による廃止前の神戸大学学

則（以下「旧学則」という。）第２条第２項に規定する法学研究科経済関係法専攻，公共関係法専攻

及び政治社会科学専攻は，改正後の神戸大学教学規則（以下「新規則」という。）第４条第１項の規

定にかかわらず，平成１６年３月３１日に当該専攻の前期課程又は後期課程に在学する者が当該課程に在

学しなくなる日までの間，存続するものとする。

３ 旧学則の規定により存続するものとされた学部の学科及び研究科の専攻のうち，平成１６年３月３１日

において現に学生が在学する学科又は専攻は，新規則第３条及び第４条第１項の規定にかかわらず，

平成１６年３月３１日に当該学科若しくは当該専攻の前期課程又は後期課程に在学する者が当該学科又は

当該課程に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

４ 国立大学法人法（平成１５年法律第１１２号）附則第１７条の規定に基づき，神戸商船大学において同大

学を卒業するため又は同大学の大学院の課程を修了するため必要であった教育課程の履修を引き続き

本学において行うため，平成１６年３月３１日において現に神戸商船大学に在学する者（以下「在学者」

という。）が在学しなくなるまでの間，海事科学部及び自然科学研究科に次に掲げる課程及び専攻を

置く。

海事科学部 商船システム学課程，輸送情報システム工学課程，海洋電子機械工学課程，動力シス

テム工学課程

自然科学研究科

前期２年の課程 商船システム学専攻，輸送情報システム工学専攻，海洋電子機械工学専攻，動

力システム工学専攻

後期３年の課程 海上輸送システム科学専攻，海洋機械エネルギー工学専攻

５ 前項に規定する課程及び専攻における教育課程の履修その他在学者の教育に関し必要な事項は，海

事科学部教授会及び自然科学研究科教授会が定めるものとする。

附 則

１ この規則は，平成１７年４月１日から施行する。ただし，別表第１学部の表の規定中発達科学部の第

３年次編入学定員に係る部分は，平成１９年４月１日から施行する。

２ 第３４条第３項，第５６条，第５８条及び第５９条の改正規定は，平成１６年１２月１３日から適用する。

３ 国際文化学部コミュニケーション学科及び地域文化学科並びに発達科学部人間発達科学科，人間環

境科学科及び人間行動・表現学科は，改正後の第３条の規定にかかわらず，平成１７年３月３１日に当該

学科に在学する者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。
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４ 文学研究科哲学専攻，芸術学芸術史専攻，社会学専攻，史学専攻，国文学専攻及び英米文学専攻は，

改正後の第４条の規定にかかわらず，平成１７年３月３１日に当該専攻に在学する者が当該専攻に在学し

なくなる日までの間，存続するものとする。

附 則

この規則は，平成１７年１２月１日から施行する。

附 則

１ この規則は，平成１８年４月１日から施行し，改正後の第１３条第１項第２号及び第５６条第２号の規定

については，平成１７年１０月１日から適用する。

２ この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成１８年４月１日以降において

在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者は，改正後の第２６条の規定にかかわらず，な

お従前の例による。

附 則

１ この規則は，平成１８年４月１日から施行する。

２ この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成１８年４月１日以後において

在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者は，改正後の第４７条の規定にかかわらず，な

お従前の例による。

附 則

この規則は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１９年３月２０日から施行し，改正後の神戸大学教学規則の規定は，平成１９年３月１

日から適用する。

附 則

１ この規則は，平成１９年４月１日から施行する。

２ この規則施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成１９年４月１日以後において

在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正後の第６７条の規定を除き，

なお従前の例による。

３ 工学部建設学科は，改正後の第３条の規定にかかわらず，平成１９年３月３１日に当該学科に在学する

者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

４ 文学研究科文化基礎専攻及び文化動態専攻，総合人間科学研究科コミュニケーション学専攻，地域

文化学専攻，人間発達科学専攻，人間環境科学専攻，人間行動・表現学専攻，人間形成科学専攻，コ

ミュニケーション科学専攻及び人間文化科学専攻，文化学研究科文化構造専攻及び社会文化専攻並び

に自然科学研究科数学専攻，物理学専攻，科学専攻，生物学専攻，地球惑星科学専攻，建設学専攻，

電気電子工学専攻，機械工学専攻，応用化学専攻，情報知能工学専攻，応用動物学専攻，植物資源学

専攻，生物環境制御学専攻，生物機能化学専攻，食料生産環境工学専攻，海事技術マネジメント学専

攻，海上輸送システム学専攻，マリンエンジニアリング専攻，数物科学専攻，分子物資科学専攻，地

球惑星システム科学専攻，情報・電子科学専攻，機械・システム科学専攻，地域空間創生科学専攻，

食料フィールド科学専攻，海事科学専攻，生命機構科学専攻及び資源生命科学専攻は，改正後の第４

条の規定にかかわらず，平成１９年３月３１日に当該専攻に在学する者が当該専攻に在学しなくなるまで

―２６―



の間，存続するものとする。

附 則

この規則は，平成１９年２月２５日から施行する。

附 則

１ この規則は，平成２０年４月１日から施行し，改正後の第４条第３項，第１０条第８号，第１１条第１項

第５号，第１３条第１項第２号及び第３号，第２２条第１項，第５６条第２号及び第８号，第５８条第１号，

第５９条第６号，第６８条第２項並びに第６９条第２項及び第４項の規定は，平成１９年１２月２６日から適用す

る。ただし，別表第１学部の表の規定中農学部及び海事科学部の第３年次編入学定員に係る部分は，

平成２２年４月１日から施行する。

２ 農学部応用動物学科，植物資源学科，生物環境制御学科，生物機能化学科及び食料生産環境工学科

並びに海事科学部海事技術マネジメント学課程，海上輸送システム学課程及びマリンエンジニアリン

グ課程は，改正後の第３条の規定にかかわらず，平成２０年３月３１日に当該学科又は課程に在学する者

が当該学科又は課程に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

３ 経済学研究科経済システム分析専攻及び総合経済政策専攻並びに医学系研究科バイオメディカルサ

イエンス専攻，医科学専攻及び保健学専攻は，改正後の第４条の規定にかかわらず，平成２０年３月３１

日に当該専攻に在学する者が当該専攻に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

附 則

この規則は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則

１ この規則は，平成２２年４月１日から施行する。

２ 工学研究科情報知能学専攻は，改正後の第４条第１項の規定にかかわらず，平成２２年３月３１日に当

該専攻に在学する者が当該専攻に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

―２７―



別表 収容定員

１ 学 部

区 分
入学定員 ３年次編入学定員 総 定 員

学科別 計 学科別 計 学科別 計

文 学 部 人 文 学 科 １１５ １１５ ４６０ ４６０

国際文化学部 国 際 文 化 学 科 １４０ １４０ ５６０ ５６０

発達科学部

人 間 形 成 学 科 ９０

２８０
学科共通

１０ １０

３６０

１，１４０
人 間 行 動 学 科 ５０ ２００

人 間 表 現 学 科 ４０ １６０

人 間 環 境 学 科 １００ ４００

法 学 部 法 律 学 科 １８０ １８０ ２０ ２０ ７６０ ７６０

経 済 学 部 経 済 学 科 ２７０ ２７０ ２０ ２０ １，１２０ １，１２０

経 営 学 部 経 営 学 科 ２６０ ２６０ ２０ ２０ １，０８０ １，０８０

理 学 部

数 学 科 ２５

１４０
学科共通

２５ ２５

１００

６１０

物 理 学 科 ３５ １４０

化 学 科 ２５ １００

生 物 学 科 ２０ ８０

地 球 惑 星 科 学 科 ３５ １４０

医 学 部

医 学 科 １００

２６０

５

３０

５９５

１，２８５
保 健 学 科

看護学専攻 ８０ １０

６９０
検査技術科学専攻 ４０ ５

理学療法学専攻 ２０ ５

作業療法学専攻 ２０ ５

工 学 部

建 築 学 科 ９０

５４０
学科共通

２０ ２０

２７０

２，０５０

市 民 工 学 科 ６０ １８０

電 気 電 子 工 学 科 ９０ ３６０

機 械 工 学 科 １００ ４００

応 用 化 学 科 １００ ４００

情 報 知 能 工 学 科 １００ ４００

農 学 部

食料環境システム学科 ３５

１５０
学科共通

２０ ２０

７０

３００資 源 生 命 科 学 科 ５３ １０６

生 命 機 能 科 学 科 ６２ １２４

海事科学部

海事技術マネジメント学科 ９０

２００
学科共通

１０ １０

１８０

４００海洋ロジスティクス科学科 ５０ １００

マリンエンジニアリング学科 ６０ １２０

合 計 ２，５３５ １７５ ９，７６５

―２８―



２ 大 学 院

区 分

入 学 定 員 総 定 員

修士課程
博 士 課 程 専 門 職

学位課程 修士課程
博 士 課 程 専 門 職

学位課程前 期 後 期 前 期 後 期

専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計
専
攻
別

計

人文学研究科
文化構造専攻 ２０

５０
８

２０
４０

１００
２４

６０
社会動態専攻 ３０ １２ ６０ ３６

国際文化学
研 究 科

文化相関専攻 ２０
５０

６
１５

４０
１００

１８
４５

グローバル文化専攻 ３０ ９ ６０ ２７

人間発達環境
学 研 究 科

心身発達専攻 １８

９６

３

１７

３６

１８８

９

５１

教育・学習専攻 １８ ４ ３６ １２

（発達支援論コース） ４ ４

人間行動専攻 ６ ２ １２ ６

人間表現専攻 １０ ２ ２０ ６

人間環境学専攻 ４０ ６ ８０ １８

法学研究科

理論法学専攻 ２８
４０

１４
２０

５６
８０

４２
６０

政 治 学 専 攻 １２ ６ ２４ １８

実務法律専攻 ８０ ８０ ２８０ ２８０

経済学研究科 経 済 学 専 攻 ８３ ８３ ３４ ３４ １６６ １６６ １０２ １０２

経営学研究科

マネジメント・
システム専攻 １７

５１

９

３４

３４

１０２

２７

１０２会計システム専攻 １４ ７ ２８ ２１

市場科学専攻 ２０ １０ ４０ ３０

現代経営学専攻 ８ ２４

現代経営学専攻 ６９ ６９ １３８ １３８

理学研究科

数 学 専 攻 ２２ ４ ４４ １２

物 理 学 専 攻 ２４ ５ ４８ １５

化 学 専 攻 ２８ １２０ ６ ３０ ５６ ２４０ １８ ９０

生 物 学 専 攻 ２２ ８ ４４ ２４

地球惑星科学専攻 ２４ ７ ４８ ２１

医学研究科
バイオメディカル
サイエンス専攻 ２５ ２５ ４５ ４５

医 科 学 専 攻 ７８ ７８ ２３４ ２３４

保健学研究科 保 健 学 専 攻 ５６ ５６ ２５ ２５ １１２ １１２ ７５ ７５

工学研究科

建 築 学 専 攻 ６５

３２４

８

４２

１３０

６４８

２４

１２６

市民工学専攻 ４３ ６ ８６ １８

電気電子工学専攻 ６５ ８ １３０ ２４

機械工学専攻 ７８ １０ １５６ ３０

応用化学専攻 ７３ １０ １４６ ３０

シ ス テ ム
情報学研究科

システム科学専攻 ２８ ３ ２８ ３

情報科学専攻 ２８ ８０ ３ １４ ２８ ８０ ３ １４

計算科学専攻 ２４ ８ ２４ ８

農学研究科

食 料 共 生
システム学専攻 ２７

１１９

６

２５

５４

２３８

１８

７５資源生命科学専攻 ４２ ８ ８４ ２４

生命機能科学専攻 ５０ １１ １００ ３３

海事科学研究科 海事科学専攻 ６０ ６０ １１ １１ １２０ １２０ ３３ ３３

国際協力研究科

国際開発政策専攻 ２５

７０

９

２５

５２

１４０

２９

８０国際協力政策専攻 ２３ ７ ４４ ２４

地域協力政策専攻 ２２ ９ ４４ ２７

合 計 ２５ １，１９９ ３１２ ７８ １４９ ４５ ２，３１４ ９１３ ２３４ ４１８

―２９―



２ 神戸大学共通細則

（平成１６年４月１日制定）

（入学志願）

第１条 入学志願者は，所定の期日までに次の書類を提出しなければならない。

入 学 願 書

出身学校長の調査書又はこれに代わる書類

写 真

その他の書類

（合否の判定）

第２条 入学試験の合否の判定は，学力試験及び出身学校長の調査書又はこれに代わる書類の成績等を

総合して教授会が行う。

（宣 誓）

第３条 入学者は，次の誓詞により学長に対し宣誓書を提出しなければならない。

私は，神戸大学の学生として学業に励み，本学の規律を守ることを誓います。

（成 績）

第４条 授業科目の成績は，優，良，可及び不可に分け，可以上を合格とする。

（学 生 証）

第５条 学生は，学生証の交付を受け，これを携行し本学職員の請求があったときは，いつでも，これ

を提示しなければならない。

２ 学生証は，入学したときに学長が発行する。

３ 学生証を携帯しない場合には，教室，研究室，図書館その他学内施設の利用を許さないことがある。

４ 学生証を紛失したとき若しくは使用に耐えなくなったとき，又は休学等によりその有効期間が経過

したときは，速やかに発行者に届け出て再交付を受けなければならない。

５ 学生は，卒業，退学等により学籍を離れた場合は，速やかに学生証を発行者に返納しなければなら

ない。

６ 学生証の再交付手続き及び返納は，学生の所属学部又は研究科において行うものとする。

（欠 席 届）

第６条 学生が，３週間以上欠席するときは，理由を具し，欠席届を学部長又は研究科長に提出しなけ

ればならない。

（学生登録票）

第７条 学生は，入学したときは，速やかに学生登録票を学部長又は研究科長に提出しなければならな

い。

（身上異動・住所変更届）

第８条 学生は，改姓，改名等，身上に異動があったとき，又は住所（保護者等の住所等を含む。）を

変更したときは，速やかに身上異動・住所変更届を学部長又は研究科長に提出しなければならない。

―３０―



第９条 大学院の第１条から第４条までに定める事項については，それぞれ関係の研究科において定め

る。

（健康診断）

第１０条 学生は，毎年本学で行う健康診断を受けなければならない。

（様 式）

第１１条 諸願届等の様式は，別紙のとおりとする。

附 則

この細則は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成１６年７月２９日から施行する。

附 則

この細則は，平成１７年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成１８年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成２２年４月１日から施行する。

様式１号

入 学 許 可 書

受験番号 番

氏 名

神戸大学 学部に入学を許可する。

年 月 日

神戸大学長

Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

様式２号

宣 誓 書

私は，神戸大学の学生として学業に励み，本学の規

律を守ることを誓います。

年 月 日

神 戸 大 学 長 殿

署 名

Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

―３１―



学業成績の評語基準について

神戸大学共通細則第４条の成績は，次

の基準により評価する。

優 １００点～８０点以上

良 ８０点未満～７０点以上

可 ７０点未満～６０点以上

不可 ６０点未満

様式４号

年 月 日

神 戸 大 学 殿
学部

学科
学籍番号 番
住 所
氏 名 �

復 学 願

下記のとおり復学したいので御許可願います。

記

１．理 由

２．復学年月日 年 月 日

注 病気の場合は健康診断書（復学意見書）添付のこと。
Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

様式３号

年 月 日

神 戸 大 学 殿
学部

学科
学籍番号 番
住 所
氏 名 �

休 学 願

下記のとおり休学したいので御許可願います。

記

１．理 由

２．期 間 自 年 月 日

至 年 月 日

注 病気の場合は診断書添付のこと。Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

様式５号

年 月 日

神 戸 大 学 殿
学部

学科
学籍番号
本人住所
氏 名 �

退 学 願

下記のとおり退学したいので御許可願います。

記

１．理 由

２．退学年月日 年 月 日

注 病気の場合は診断書添付のこと。Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

―３２―



様式６号

（表）

神 戸 大 学 学 生 証

所 属

学籍番号

氏 名

生年月日

上記の者は，本学の学生であることを証明する。

発行年月日 年 月 日

有 効 期 限 年 月 日

神戸市灘区六甲台町１－１

神 戸 大 学 長 □印

（図書館利用ＩＤ）

写

真

（裏）

注意事項
１ 本学学生は常にこの学生証を携帯し，次の場合は，これを提示しな
ければならない。
� 本学教職員の請求があった場合
� 通学定期乗車券又は学生用割引乗車券の購入及びこれによって
乗車船し，係員の請求があった場合
� 本学図書館を利用する場合

２ 本証は他人に貸与又は譲渡してはならない。
３ 本証を紛失したとき，又は記載内容に変更が生じたときは，直ちに
発行者に届け出ること。
４ 卒業，退学等により学籍を離れたときは，直ちに発行者に返納する
こと。

神戸大学 〒６５７‐８５０１ 神戸市灘区六甲台町１‐１ TEL（０７８）８８１‐１２１２（大代表）

様式７号

通学定期乗車券発行控（ 年度） 注意：
① 通学定期乗車券を購入する際は学生証と共に本証を提

示すること。
② 本証の取扱いは学生証に準ずるものとする。
③ 主な所在地 神戸市灘区六甲台町１‐１
④ 医学部（楠キャンパス）神戸市中央区楠町７‐５‐１
⑤ 医学部（名谷キャンパス）

神戸市須磨区友が丘７‐１０‐２
⑥ 海事科学部（深江キャンパス）

神戸市東灘区深江南町５‐１‐１
⑦ 全学共通科目を受講する者は，大学教育推進機構全学

共通教育部（鶴甲第１キャンパス）（所在地：神戸市
灘区鶴甲１‐２‐１）へ通学する。

学籍番号 氏名 神戸大
学長印

印
住所

通 学 区 間

・ 間 経由 ・ 間 経由

・ 間 経由 ・ 間 経由

・ 間 経由 ・ 間 経由

・ 間 経由 ・ 間 経由

この通学定期乗車券発行控の有効期限は 年３月３１日までとする。

発行年月日 有効期間 発 行 駅 記 事 発行年月日 有効期間 発 行 駅 記 事

箇月 箇月

箇月 箇月

箇月 箇月

箇月 箇月

箇月 箇月

箇月 箇月

箇月 箇月

―３３―



様式８号

年 月 日

神 戸 大 学 殿
学部
学科

学籍番号 番
住 所
氏 名

欠 席 願

下記のとおり欠席しますからお届けします。

記

１．理 由

２．期 間 自 年 月 日

至 年 月 日

Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

様式９号

Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

様式１０号

Ａ４（２９７㎜×２１０㎜）

―３４―



３ 神戸大学学位規程

（平成１６年４月１日制定）

（趣 旨）

第１条 学位規則（昭和２８年文部省令第９号）第１３条第１項の規定により，神戸大学（以下「本学」と

いう。）が授与する学位については，神戸大学教学規則（平成１６年４月１日制定。以下「教学規則」

という。）に定めるもののほか，この規程の定めるところによる。

（学 位）

第２条 本学において授与する学位は，学士，修士，博士及び専門職学位とする。

（学士の学位の授与の要件）

第３条 学士の学位は，本学を卒業した者に授与する。

（修士の学位の授与の要件）

第４条 修士の学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。

� 本学大学院研究科（以下「研究科」という。）の修士課程を修了した者

� 研究科の博士課程の前期課程を修了した者

（博士の学位の授与の要件）

第５条 博士の学位は，研究科の博士課程を修了した者に授与する。

２ 博士の学位は，次の要件を満たす者にも授与する。

� 研究科において前項に該当する者と同等以上の学力があると確認されたこと。（この確認を以下

「学力の確認」という。）

� 研究科において行う博士論文の審査及び試験に合格したこと。

（専門職学位の授与の要件）

第６条 専門職学位は，次の各号のいずれかに該当する者に授与する。

� 研究科の専門職大学院の課程（次号の課程を除く。）を修了した者

� 研究科の法科大学院の課程を修了した者

（研究科の在学者の論文等提出手続）

第７条 研究科に在学する者の学位論文又は教学規則第６７条に規定する特定の課題についての研究の成

果は，当該研究科長に提出するものとする。

２ 博士論文は，学位論文審査願，論文日録及び履歴書とともに提出しなければならない。

３ 学位論文は，修士の場合は１編，１通を，博士の場合は１編，３通を提出するものとする。ただし，

参考として他の論文を附加して提出することを妨げない。

４ 審査のため必要があるときは，提出論文の数を増加し，又は論文の訳本，模型若しくは標本等の資

料その他を提出させることがある。

５ 第１項に定める研究の成果（以下「研究の成果」という。）の提出に関することは，各研究科にお

いて別に定める。

（研究科の在学者の論文審査）
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第８条 研究科長は，前条の規定による博士論文の提出があったときは，教授会において当該研究科の

教授のうちから２人以上の審査委員を選定して，博士論文の審査を行わせるものとする。

２ 研究科長は，前条の規定による修士論文又は研究の成果の提出があったときは，教授会において当

該研究科の教授及び准教授のうちから２人以上の審査委員を選定して，修士論文又は研究の成果の審

査を行わせるものとする。ただし，少なくとも教授１人を含めなければならない。

３ 教授会において審査のため必要があると認めるときは，博士論文の審査にあっては第１項の審査委

員のほか，当該研究科の教授以外の研究科の教員又は他の大学院若しくは研究所等の教員等を，修士

論文又は研究の成果の審査にあっては前項の審査委員のほか，当該研究科の教授及び准教授以外の研

究科の教員又は他の大学院若しくは研究所等の教員等を審査委員に加えることができる。

４ 教授会において審査のため必要があると認めるときは，当該研究科の教授以外の者（修士論文又は

研究の成果の審査のため必要があると認めるときは，当該研究科の教授及び准教授以外の者）にも調

査を委嘱することができる。

（研究科の在学者の最終試験）

第９条 審査委員及び前条第４項の規定により調査を委嘱された者は，学位論文又は研究の成果を中心

として，これに関連ある科目について，筆答又は口頭により最終試験を行う。

２ 最終試験の期日は，その都度公示する。

（博士課程を経ない者の学位論文の提出手続）

第１０条 第５条第２項の規定による学位申請者の学位論文は，論文審査料５７，０００円を添え，学位申請書，

論文目録及び履歴書とともに，その申請に応じた研究科長を経て学長に提出するものとする。

２ 本条の規定による論文の提出については，第７条第３項及び第４項の規定を準用する。

（博士課程を経ない者の論文審査及び試験）

第１１条 学長は，前条第１項の規定による学位論文の提出があったときは，当該研究科長にその論文の

審査を付託し，研究科長は，第８条の規定に準じて論文の審査を，第９条の規定に準じて試験を行わ

せるものとする。

２ 前項の学位論文は，それを受理した日から１年以内に審査を終了するものとする。ただし，特別の

理由があるときは，教授会の議決により審査期限を延長することができる。

（博士課程を経ない者の学力の確認）

第１２条 第１０条第１項の規定による学位論文の提出があったときは，教授会は，学位申請者の学力の確

認を行う。

２ 学力の確認は，筆答又は口頭による試問の結果に基づいて行う。ただし，学位申請者の学歴，業績

等に基づいて学力の確認を行うことができる場合は，試問を省略することができる。

３ 学力の確認のため必要があるときは，学位申請者にその著書，論文その他を提出させることがある。

４ 教授会が学力の確認の議決をする場合には，第１５条第２項の規定を準用する。

（退学者の学位論文の提出手続，論文審査，試験及び学力の確認）

第１３条 研究科の博士課程において所定の期間在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な博士論文の

作成等に対する指導を受けて退学した者が，再入学しないで学位の授与を受けようとするときは，前

３条の規定による。

２ 前項に該当する者が，退学後５年以内に学位論文を提出して審査を受けるときは，第５条第１項に
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該当する者と同等以上の学力を有するものとみなす。

（論文及び審査料の不返還）

第１４条 提出された修士論文又は博士論文及び納入した審査料は，その理由のいかんを問わず返還しな

い。

２ 提出された研究の成果の返還に関することは，各研究科において別に定める。

（修士及び博士の学位授与の決定）

第１５条 教授会は，研究科に在学する者については，論文審査及び最終試験の結果報告に基づいて，ま

た第１２条の規定により学力を確認された者及び第１３条第２項に該当する者については，論文審査及び

試験の結果報告に基づいて，学位を授与すべきか否かを決定する。

２ 前項の教授会は，当該教授会構成員の３分の２以上の出席があることを要し，学位を授与すべきも

のと議決するには，無記名投票の方法により，出席者の３分の２以上の賛成があることを要する。

（審査結果の報告）

第１６条 研究科長は，教授会において修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与すべきものと決定

したときは，次に掲げる事項を記載した書類を学長に提出しなければならない。

� 授与しようとする学位（専攻分野の名称を付記したもの）

� 授与しようとする年月日

� 博士の場合は，第５条第１項又は第２項のいずれの規定によるかの別

� 博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験の結果の要旨

� 博士の場合は，論文審査及び最終試験又は試験を担当した機関に関する事項

� 第５条第２項による博士の場合は，学力の確認の結果及び学力の確認を担当した機関に関する事

項

２ 前項の学位を授与できないと決定した者については，その旨を学長に報告する。

（学位の授与）

第１７条 学長は，第３条に規定する者に対しては，学位記を交付して学士の学位を授与する。

２ 学長は，前条に規定する報告に基づき，修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与すべきもの

と決定した者に対しては，学位記を交付して当該学位を授与し，当該学位を授与できないと決定した

者に対しては，その旨を通知する。

３ 前項の規定により博士の学位を授与したときは，学位簿に登録し，文部科学大臣に報告する。

（審査要旨の公表）

第１８条 本学は，博士の学位を授与したときは，当該学位を授与した日から３月以内に，その論文の内

容の要旨及び論文審査の結果の要旨を公表する。

（学位論文の公表）

第１９条 博士の学位を授与された者は，当該学位を授与された日から１年以内にその学位論文を印刷公

表しなければならない。ただし，既に印刷公表したときはこの限りではない。

２ 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない理由がある場合には，当該

教授会の承認を受けて，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものを印刷公表することができ

る。

（専攻分野の名称）
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第２０条 学位を授与するに当たっては，別表に掲げる専攻分野の名称を付記するものとする。

（学位の名称）

第２１条 本学において学位の授与を受けた者が，学位の名称を用いるときは，神戸大学の文字を付記す

るものとする。

（修士及び博士の学位並びに専門職学位の取消し）

第２２条 修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，不正の方法により当該学位の授与

を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会及び神戸大学大学院教育推進委員会の議を経て，

その学位を取り消し，学位記を返還させ，かつ，その旨を公表する。

２ 修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，その名誉を汚す行為があったときは，

前項の規定に準じてその学位を取り消すことができる。

３ 教授会が前２項の規定による議決をする場合には，第１５条第２項の規定を準用する。

（様 式）

第２３条 学位記，学位簿その他の様式は，別記様式のとおりとする。

（補 則）

第２４条 この規程の施行に必要な事項は，各学部又は各研究科においてこれを定める。

附 則

１ この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

２ 神戸大学教学規則（平成１６年４月１日制定）附則第４項に規定する海事科学部の課程を卒業した者

及び自然科学研究科の専攻を修了した者に授与する学位に付記する専攻分野の名称は，別表の規定に

かかわらず，商船学又は工学とするものとする。

附 則

この規程は，平成１７年１月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１８年３月１日から施行する。

附 則

１ この規程は，平成１９年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成１９年４月１日以後において

在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正後の別表の規定にかかわら

ず，なお従前の例による。

附 則

１ この規程は，平成２０年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成２０年４月１日以後において

在学者の属する年次に編入学，転入学又は再入学する者については，改正後の別表の規定にかかわら

ず，なお従前の例による。

附 則

１ この規程は，平成２１年４月１日から施行する。

２ 文学研究科及び文化学研究科が存続する間，改正後の第８条第１項中「教授会」とあるのは「教授

会又は研究科委員会（以下「教授会等」という。）」と，同条第３項及び第４項並びに第１１条から第２２

条までの規定中「教授会」とあるのは「教授会等」と読み替えて適用する。

附 則

この規程は，平成２２年４月１日から施行する。
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別表（第２０条関係）

１ 学士の学位を授与する場合

学 部 名 等 専 攻 分 野 の 名 称
文学部 文学
国際文化学部 国際文化学
発達科学部 発達科学
法学部 法学
経済学部 経済学
経営学部 経営学又は商学
理学部 理学
医学部 医学科 医学

保健学科 看護学，保健衛生学又は保健学
工学部 工学
農学部 農学
海事科学部 海事科学

２ 修士の学位を授与する場合

研 究 科 名 専 攻 分 野 の 名 称
人文学研究科 文学
国際文化学研究科 学術
人間発達環境学研究科 学術，教育学又は理学
法学研究科 法学又は政治学
経済学研究科 経済学
経営学研究科 経営学又は商学
理学研究科 理学
医学研究科 バイオメディカルサイエンス
保健学研究科 保健学
工学研究科 工学
システム情報学研究科 システム情報学又は工学
農学研究科 農学
海事科学研究科 海事科学
国際協力研究科 国際学，経済学，法学又は政治学

３ 博士の学位を授与する場合

研 究 科 名 専 攻 分 野 の 名 称
人文学研究科 文学又は学術
国際文化学研究科 学術
人間発達環境学研究科 学術，教育学又は理学
法学研究科 法学又は政治学
経済学研究科 経済学
経営学研究科 経営学又は商学
理学研究科 理学又は学術
医学研究科 医学
保健学研究科 保健学
工学研究科 工学又は学術
システム情報学研究科 システム情報学，工学，学術又は計算科学
農学研究科 農学又は学術
海事科学研究科 海事科学，工学又は学術
国際協力研究科 学術，法学，政治学又は経済学

４ 専門職学位を授与する場合

研 究 科 名 専 攻 分 野 の 名 称
経営学研究科 経営学
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別記様式第１（第３条により学位を授与する場合）

別記様式第２（第４条第１号により学位を授与する場合）
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別記様式第３（第４条第２号により学位を授与する場合）

別記様式第４（第５条第１項により学位を授与する場合）
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別記様式第５（第５条第２項により学位を授与する場合）

別記様式第６（第６条第１号により学位を授与する場合）
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別記様式第７（第６条第２号により学位を授与する場合）

別記様式第８（第４条から第６条により学位を授与する場合（英文学位記））
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別記様式第９ 別記様式第１０

年 月 日

○○研究科長 殿

学 籍 番 号

氏 名 印

学 位 論 文 審 査 願

神戸大学学位規程第７条の規定により下記の書類を提出

いたしますから審査をお願いします。

記

学位論文 通

論文目録 通

年 月 日

神戸大学長 殿

氏 名 印

学 位 申 請 書

神戸大学学位規程第１０条の規定により学位論文に論文目

録及び履歴書を添え博士（○○）の学位の授与を申請いた

します。

備考 退学者が再入学しないで学位を申請する場合には
「第１０条」を「第１３条」に読み替えるものとする。

別記様式第１１ 別記様式第１２

年 月 日

論 文 目 録

氏 名 印

論 文

１ 題 目

２ 印刷公表の方法及び時期

方 法

時 期

３ 冊 数 冊

参考論文

１ 題 目

２ 冊 数 冊

備
考

学
位
簿
の
表
紙
に
は
、
学
位
簿
と
標
記
し
、
博
士
の
専
攻
分
野
の
名
称
の
順
に
登
録
す
る
。

学

位

簿

博
士
（
○
○
）

契
印

番
号

授
与
年
月
日

氏

名

論
文
題
目

取
扱
者
印
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４ 神戸大学学生表彰規程

（平成１７年２月１７日制定）

（趣 旨）

第１条 この規程は，神戸大学教学規則（平成１６年４月１日制定）第５５条第２項の規定に基づき，神戸

大学（以下「本学」という。）の学生及び学生団体の表彰に関し必要な事項を定めるものとする。

（表彰の基準）

第２条 表彰は，学生及び学生団体のうち，次の各号のいずれかに該当するものについて行うものとす

る。

� 学術研究活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの。

イ 国際的規模又は全国的規模の学会から賞を受けたもの

ロ その他これらに準ずる学会等から高い評価を受けたもの

� 本学公認課外活動団体の活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの

イ 国際的規模の競技会，公演会，展覧会等（以下「競技会等」という。）において優秀な成績を

修め，又は高い評価を受けたもの

ロ 全国的又は地区的規模の競技会等において優秀な成績を修めたもの

ハ 公的機関等から表彰を受ける等高い評価を受けたもの

ニ 卒業年度に当たる者で，在学中の課外活動において特に顕著な功労があったもの

� 社会活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの

イ ボランティア活動等において，公的機関等から表彰を受ける等社会的に特に高い評価を受けた

もの

ロ 人命救助，犯罪防止，災害救助等に貢献したことにより，公的機関等から表彰を受ける等社会

的に高い評価を受けたもの

ハ その他社会活動において特に高い評価を受けたもの

� 前各号に掲げるもののほか，特に優れた業績，功績等があったと認められるもの

（表彰候補者の推薦）

第３条 各学部長，各研究科長，各課外活動団体の顧問教員等は，前条各号のいずれかに該当すると認

められる学生又は学生団体（以下「表彰候補者」という。）がある場合は，別記様式第１により学長

に推薦するものとする。

（被表彰者の選考及び決定）

第４条 学長は，前条の規定に基づき推薦された表彰候補者について，学生委員協議会の議を経て，表

彰される者（以下「被表彰者」という。）を決定する。

（表彰の方法）

第５条 表彰は，学長が別記様式第２の表彰状を授与することにより行う。

２ 前項の表彰状に添えて，記念品を贈呈することができる。

（表彰の時期）

第６条 表彰は，被表彰者が決定された後，速やかに行うものとする。ただし，第２条第２号に該当す
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る表彰については，原則として毎年３月に行うものとする。

（事 務）

第７条 表彰に関する事務は，学務部学務課又は学務部学生生活課において処理する。

（雑 則）

第８条 この規程に定めるもののほか，学生及び学生団体の表彰の実施に関し必要な事項は，別に定め

る。

附 則

この規程は，平成１７年４月１日から施行し，施行日以降の学生及び学生団体の活動について適用する。

別記様式１，２（略）
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５ 神戸大学学生懲戒規則

（平成１６年４月１日制定）

（趣 旨）

第１条 この規則は，神戸大学教学規則（平成１６年４月１日制定）第５５条の２（第７２条において準用す

る場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定めるものとする。

（懲 戒）

第２条 懲戒は，本学の規定に違背し，学生としての本分を守らない者があるときに行われるものとす

る。

（懲戒の内容）

第３条 懲戒の内容は，次のとおりとする。

� 訓告 文書により注意を与え，将来を戒めること。

� 停学 有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。

イ 本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学の管理する電

子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退去を命ぜられない限り，本学

の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除く。）。

ロ 本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。

� 懲戒退学 命令により退学させ，再入学を認めないこと。

（懲戒の発議）

第４条 懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の所属学部の教授

会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の要否等について審議するもの

とする。

２ 学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要があると認めるときは，教授会に対し意

見を述べることができる。

３ 教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及び懲戒処分案

を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。

（複数の学部に係わる場合の懲戒手続）

第５条 懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部に所属する複数の学生によって引き起こされた場合

は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し，調整するものとする。

（弁 明）

第６条 教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨を告知し，口頭

又は文書による弁明の機会を与えなければならない。

２ 当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとともに，補佐人

を指名し，その補佐を受けることができる。

３ 弁明の機会を与えられたにもかかわらず，正当な理由もなく当該学生が欠席し，又は弁明書を提出

しなかった場合は，この権利を放棄したものとみなす。
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（懲戒処分の決定）

第７条 学長は，第４条第３項により教授会から発議があったときは，教育研究評議会（以下「評議会」

という。）の議を経て，懲戒処分を決定する。

２ 評議会は，前項の審議において必要があると認め，改めて事実関係の調査及び審議を行う場合にお

いては，前条の規定を準用する。

（懲戒処分の通知）

第８条 学長は，懲戒処分を決定した場合は，当該学生に通知しなければならない。

２ 懲戒処分の通知は，処分理由を記載した懲戒処分書を当該学生に交付することにより行う。ただし，

交付の不可能な場合には，他の適当な方法により通知する。

（懲戒の発効）

第９条 懲戒の発効日は，懲戒処分書の交付日とする。ただし，やむをえない場合は，この限りでない。

（無期停学の解除）

第１０条 教授会は，無期停学の学生について，その発効日から起算して６月を経過した後，停学の解除

が妥当であると認めたときは，学長に停学の解除を発議することができる。

２ 学長は，前項の発議に基づき，停学を解除する。

（異議申立て）

第１１条 懲戒処分を受けた者は，事実誤認，新事実の発見その他の正当な理由があるときは，懲戒の発

効日から起算して１４日以内に，文書により学長に異議申立てを行うことができる。

２ 学長は，前項の異議申立てがあったときは，再審査の要否を評議会に付議するものとする。

３ 評議会が再審査の必要があると認めたときは，学長は，教授会に再審査を要請するものとする。

（読替規定）

第１２条 この規則の大学院学生への適用に当たっては，「学部」を「研究科」に，「教授会」を「教授会

（文学研究科及び文化学研究科にあっては研究科委員会）」に読み替えるものとする。

附 則

１ この規則は，平成１６年４月１日から施行する。

２ この規則の施行前に神戸大学学則等を廃止する規則（平成１６年４月１日制定）の規定よる廃止前の

神戸大学学生懲戒規則の規定によりなされた処分その他の行為は，この規則の規定によりなされた処

分その他の行為とみなす。

附 則

この規則は，平成１７年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１９年１２月２５日から施行する。

附 則

この規則は，平成２２年４月１日から施行し，改正後の神戸大学学生懲戒規則の規定は，施行日以後に

第７条第１項の規定により決定される懲戒処分から適用する。
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６ 神戸大学学生懲戒規則に関する申合せ

（平成１６年４月１日 教育研究評議会決定）

神戸大学学生懲戒規則は，これまでともすれば不明確なままに運用されてきた懲戒に関する手続きを

透明化し，あわせて学生に対して手続的な権利を認めることにより，懲戒処分にふさわしい適正な手続

を定めるものである。

このような手続の適正化，透明化を図るに当たっては，懲戒処分に該当する行為それ自体もあらかじ

め明確に特定しておくことが望まれることから，懲戒規則の制定にあわせて，次の申合せを行うものと

する。

１ 懲戒の対象となりうる行為は，次の行為とする。

� 学生の本分に反する重大な犯罪行為

� 本学の教職員又は学生に対する暴力行為

� 本学の施設・設備への重大な破壊行為

� 本学の教育・研究活動に重大な妨害行為

� その他前各号に準ずる行為

２ 教育研究機関としての大学のなす懲戒は，教育的な配慮から慎重に行わなければならず，学生の自

主的な活動に対しては，特に慎重な配慮が加えられなければならない。

３ 申合せ第１項は，懲戒対象行為を限定し，その明確化を図ることを旨とし，従来了解されてきたそ

の範囲を拡大するものではない。
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